
検
出
し
た
主
な
遺
構
に
は
柵
や
建
物

・
溝

・
井
戸

。
池

。
土
羨

・
埋
甕
遺
構
な

ど
が
あ
る
。

墨
書
木
札
類
は
Ｓ
Ｋ
二
三
三

一
土
羨
と
、
Ｓ
Ｄ
二
〇
七

一
濤
下
層
で
検
出
し

た
Ｓ
Ｄ
二
四
四
〇
濤
か
ら
断
片
各

一
点
が
出
上
し
て
い
る
。
土
羨
は
、
東
端
部

に
残
存
し
て
い
た
島
状
の
高
ま
り
の
北
部
で
検
出
し
た
土
羨
で
、
東
西
二
ｍ
Ｘ

南
北
二

・
五
ｍ
を
測
る
。
出
上
し
た
遺
物
は
少
な
い
が
、
大
体
室
町
時
代
中
頃

と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
濤
は
南
北
約
二
〇
ｍ
×
東
西
約

一
。
二
ｍ
を
測
り
、

鎌
倉
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

ω
　

「
□
し
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］４
（嗚、∀
］
〕駕

②

さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（饉
∀
ｅ
ｙ
Φ
重

９
　
関
係
文
献

小
田
原
昭
嗣

　

「草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
３０
次
調
査
略
報
」

（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『草
戸
千
軒
』
ξ
Ｓ
ｅ
　
　
一
九
八
二
年

（志
田
原
重
人
）

『
草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
の
刊
行

広
島
県
福
山
市
の
声
田
川
の
中
洲
に
所
在
す
る
中
世
集
落

・
草
戸
千
軒
町
遺

跡
か
ら
は
、　
一
九
六
九
年
の
第
五
次
調
査
以
来
こ
れ
ま
で
約
四
千
点
の
木
簡
が

出
上
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
同
遺
跡
の
解
明
は
も
と
よ
り
、
中
世
の
商

業
史
や
信
仰

・
習
俗
を
明
ら
か
に
す
る
具
体
的
な
資
料
で
あ
る
上
に
、
な
に
よ

り
も
古
代
木
簡
に
対
す
る
中
世
木
簡
の
特
質
を
考
え
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し

て
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
正
式
報
告
書
が
本
年
二
月
広
島
県
草
戸
千
軒
町

遺
跡
調
査
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
報
告
書
は
第
五
次
調
査
か
ら

一
九
七
八

年
第
二
六
次
調
査
ま
で
に
出
上
し
た
三
千
八
百
点
余
の
う
ち
断
片

・
削
暦
を
除

く
二
六
三
点
を
収
載
す
る
。
総
説
で
は
遺
跡
の
概
要
、
木
簡
の
出
土
遺
構
な
ど

と
と
も
に
、
第
二
回
木
簡
学
会
で
報
告
さ
れ
た
中
世
木
簡
の
形
態
と
記
載
内
容

の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
編

『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
研
究
資
料

一　
草
戸
千
軒
！
木
簡

一
！
』

（
Ａ
四
版
　
本
文
六
〇
頁
　
図
版
六
〇
葉
）
頒
価
四
千
円

（送
料
込
）

∧
申
込
先
Ｖ
福
山
市
花
園
町

一
ノ
五
ソ
ニ
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研

究
所
内
　
広
島
考
古
学
研
究
会

（振
替
口
座
　
広
島
九
十
六
九
三
）
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